


　ADTは、Arduino Digital Transmitter の頭文字から採ったもので、 Arduino Nanoモジュールをベース
にしたHF帯のQRPデジタル送信機です。この最小限の設計は、CRKITS.COMのADX-S V2から誕生
しました。ADX-S V2はQRPレベルのデジタルトランシーバですが、ADTはQRPレベルのデジタル送
信機であり、短波帯の受信機と組み合わせることでトランシーバになります。ADTは、バンドフィルタ
の自動検出などADX-S V2の設計の一部を転用しましたので、TXCOモジュールやバンドフィルタなど
は相互に使用可能です。

仕様

・40/30/20/17/15/12/10mバンドフィルタをサポートします。ADX-S V2フィルタのバンド自動検出
も利用可能です。

・各バンド内で 4種のモード、WSPR/JS8/FT4/FT8、をサポートします。

・ビート周波数としてキャリアを発生する機能があるので、一般的なAM受信機とトランシーバと
して組み合わせても使いやすいです。

・SSBを受信可能な受信機と一緒に使用する際は、このキャリアはオフにします。

・送信出力は低/中/高を選択可能で、20mバンドにおける RF出力"高"は約 500mWです。

・設定によりテスト用に 12秒間送信することが可能です。

・インジケータとしてArduino Nanoモジュールの L LEDを再利用しています。また、プッシュボ
タン 1個ですべての設定が可能です。

・電源はUSBの 5Vだけであり、それ以外の電源供給端子は必要ありません。

・メイン PCBとカバー PCBの 2枚のプリント基板により筐体を構成しています。

機能

　上に掲載した写真はカバー PCBのものです。最初にボタンをチェックしてください。左側の文字
は、ボタンを押しながら起動した際の隠れ機能です。短点(ドット)は押してすぐ離すことを、長点
(ダッシュ)は 1秒以上押すこと、を意味します。W/J/4/8はモード 1-4、つまり WSPR/JS8/FT4/FT8 を



意味します。(L LEDが 1-4回点灯することで対応します。LEDの状態によらず、最初は L LEDは消
灯しているところから始まり、点滅した後、最後は消灯で終わります。)　初期設定後は FT8モードで
す。「BFO SW」は BFOのスイッチです。初期設定は onです。L LEDが点灯したままになっている
場合、BFO出力はオンになっていて、一般的なAM受信機でデジタル信号を受信可能になりま
す。LEDが消灯時は、BFO周波数の出力はなくなりまので、近くにある SSB受信受信機に対する干
渉をなくすることが可能です。USBケーブルを抜くか、ピンを使ってカバー基板にあけた穴「R」か
らリセットボタンを押すことにより、隠れ機能の設定を終了します。

右側の文字は、通常の設定用です。短点(ドット)は短時間押すこと、また長点(ダッシュ)は約 1秒以
上押すことを意味します。「TX 12S」は、ボタンを約 1秒以上押したままにして離した後に、キャリ
ア＋1kHzの信号を 12秒間送信することを意味します。L LEDが点灯しており、ボタンを押しても何
の反応もない場合は、バンドフィルタが正しく差し込まれているかどうか、確認してください。電源
オフにすると出力電力レベルの設定はリセットされ、次の電源投入後は再び電力レベルはH(高)になり
ます。

操作 設定のため起動時にボタンを押
し続けた場合、またはリセッ
ト、設定終了後に電源オフした
場合

通常起動時

1秒以下の短時間ボタンを押す WSPR/JS8/FT4/FT8 周波数に順
次切り替わります。対応して、L

LEDが 1-4回点滅します。初期
設定は FT8です。

送信出力低 /中/高(L/M/H)が順次
切り替わります。対応して、L 

LEDが 1-3回点滅します。電源
投入時の初期設定は高(H)です。

1秒以上ボタンを押し続ける BFO出力が切り替わります。初
期設定はONです(L LEDが点灯
したままになる)

キャリア+1kHzを 12秒間出力す
します(L LEDは 12秒間点灯し
た後消える)

動作原理

　回路図を開きましょう。簡単には、ADTはADX-V2の送信部を取り出したものです。U2の出力は
Q1によりQRPPレベルまで増幅され、ADX-V2と同じバンドフィルタによりフィルタリングされま
す。一方、U2により変調して BFO信号となり、近くに置いたAM受信機でデジタル信号を受信でき
るようにします。この設計方針により、RXと TX周波数は同期させることが可能です。

メイン基板の部品表



部品 値 部品 値
R1 1K J1 ANT
R2,R3 10K J2 AUDIO IN
R4 4.7K SW 6x6 プッシュボタン

R5 1M U1
Arduino Nano
または互換品

C1 100uF U2
SI5351 module
または互換品 

C2-C6 104 U3 バンドフィルタ

C7 68pF F1
0.5A ガラス管
ヒューズ

C8 103 L1
22uH 黒色
インダクタ

D1 1N4148 Q1
RF 表面実装部品

バンドフィルタの一覧表と部品表



バンド 20m 17m 15m 12m 10m
WSPR 14095.6 18104.6 21094.6 24924.6 28124.6

JS8 14078 18104 21078 24922 28078

FT4 14080 18104 21140 24919 28180

FT8 14074 18100 21074 24915 28074

C1 68P 68P 68P 39P 39P

C2 471 331 331 271 271

C3 未実装 未実装 未実装 未実装 未実装
C4 471 331 331 271 271

C5 151 101 101 68P 68P

C6 471 331 331 271 271

C7
470R

抵抗
330R

抵抗 220R 抵抗
100R

抵抗 47R 抵抗

L1 未実装 未実装 未実装 未実装 未実装

L2
10回巻き
赤色トロイダ
ルコア

11回巻き
黄色トロイダ
ルコア

11回巻き
黄色トロイダル
コア

9回巻き
黄色トロイダ
ルコア

9回巻き
黄色トロイダ
ルコア

L3
7回巻き
赤色トロイダ
ルコア

7回巻き
黄色トロイダ
ルコア

7回巻き
黄色トロイダル
コア

6回巻き
黄色トロイダ
ルコア

6回巻き
黄色トロイダ
ルコア

メインプリント基板(部品面)



メインプリント基板(はんだ面)

カバー基板







使ってみよう

　相互のQSOをテストしたいと思ったら屋外に出るのがベストです。QRPPの出力電力レベル

ですが、数局位と QSOできるでしょう。配線接続については写真をご覧ください。小さな緑

色の基板は(ADX-V2のと同じ)オーディオケーブルアダプタキットです。自宅の場合、WSPR

送信機として ADTを使用可能です。TCXOモジュールの周波数精度と安定性は良好であ

り、WSPR送信機としてのRF出力レベルはとても理想的です。

　オーディオ出力レベルが最大になっているかどうか注意します。オーバードライブの心配は
ありません。受信はホイップアンテナでも十分ですが、送信にはフルサイズのアンテナが適し
ています。状態が最良になる距離に受信機を置いてください。




